へんしゅうしゃ 

この 新聞 (帝大 新聞) の 編輯 者 は、 私の 小説が、 い 

つも 失敗 作ば かりで 伸び 切って いないの を 聡明に も 見 

てと つたのに 違いない。 そうして、 この、 いじけた、 

流行し ない 悪 作家に 同情 を 寄せ、 「文学の 敵、 と 言った 

ら 大袈裟 だが、 最近の 文学に 就いて、 それ を 毒す ると 

思われる もの、 まあ、 そういつ たような もの」 を 書い 

てみ なさい と 言って 来たので ある。 

編輯 者の 同情に 報いる 為に も 私 は、 思う ところ を 正 

直に 述べ なければ ならない。 

きゅうてき 

こういう 言葉が ある。 「私 は、 私の 仇敵 を、 ひしと 

抱擁いた します。 息の根 を 止めて 殺して やろう 下心 ご 



これ は、 自分が 飛ぶ ために は、 翼の 重さ を 托し 得る 此 

の 空気 の 抵抗が 必要 だ という こと を fl ら ぬのです。 同 

様に して、 芸術が 上昇 せんが 為に は、 矢張り 或る 抵抗 

のお 蔭に 頼る ことが 出来なければ なりません ご なん 

だか、 子供 だましみ たいな 論法で、 少し 結論が 早 過ぎ、 

押しつけが ましくな つ たよう だ。 

けれども、 も 少し 我慢して 彼のお 話に 耳 を 傾けて み 

よう。 ジ イドの 芸術 評論 は、 いいの だよ。 やはり 世界 

有数で あると 私 は 思って いる。 小説 は、 少し 下手 だね。 

意 あまって、 絃 響かず だ。 彼 は、 続けて 言う。 

「大 芸術家と は、 束縛に 鼓舞され、 障害が 踏切 台と な 
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